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運動と脳
～いつまで,も
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〈環境生理学研究室〉

私はこの20年ほどの間、霊長類を用いた神経生理学的

耐1究 に取り組み、大変興味深い知見を得てきました。今後、こ

れまでの脳研究の経験を生かしつつ、運動という側面から

人々の「身体」だけでなく「脳」の健康を維持し高める研究が

できればと考えています。本稿では、まずこれまでの脳研究の

成果の一部を紹介し、後半に本学での研究、これからの展

望について紹介させて頂きます。

〈朝三暮四〉

今年も新入生を迎え、キャンパスが明るい雰囲気に包ま

れています。私が受験したセンター試験 (当 時は共通一次試

験)では、数学で「米騒動Jが起こり、試験中に嫌な洲
1を かい

たのを思い出します。さて、試験問題を解くとき、みなさんはど

のように取り組みますか?^問 目から順番にという人もいる

かもしれませんが、まず全体に目を通し、先に容易な問題を

仕上げ、余裕を持った上で難易度の高い問題に挑戦する、

そんな人も多いでしょう。一方、スポーツの場面を考えてみま

しょう。例えば経験の浅いテニスプレーヤーは最初から全

力、途中で息切れして負けてしまうこともしばしば。ところが上

級者は勝負どころの中盤を見据え、そこで優位に立てるよう

ゲームを組み立てる。他にも、投資における収益の将来予淑1

やダイエット中の生活改善計画など、私たちは日標達成に

向けて様々な行動を選択するとき、予想される報酎‖(金銭、名

誉、達成感など)に基づいて意志決定をしています。「朝三暮

νЧJと いう故事をご存じですか?サ ルたちに「どんぐりを朝に

二つ、日暮れに,Ч つあげようJと いうと、「それは少ない IJと サ

ルたちは怒り出してしまった。そこで「では朝に四つ、日暮れに

二つでどうだ、足りるか?Jと 聞くと、サルたちは大喜びしたと

いう話です。つまり、日先の報 llllに とらわれると全体のことに

気付かないということです。ゲームに勝ち、富を得、ダイエット

に成功するにも日標を見据え、二手先、二手先に有利な行

動を選ぶことが必要です。

Ⅲ舗 →

http://contest2004 thinkquest,p/tq,2004/70237/t/tyOusan html

私たちの研究グループは、複数の選択肢の中から試行

錯誤で正解を選ぶ探索行動と、一度見つけた正解を繰り返

す行動を組み合わせた課題を日本ザルに学習させ、その時

の中脳ドーパミン細胞の活動を記録しました。するとドーパミ

ン細胞の活動電位の発射頻度は、今から行う行動の直後

にもらえるであろう報酬|の 大きさではなく、その先でさらに得ら

れる複数回の報酬をも含んだ積算報酬の大きさと相関して

しはした。すなわち、ドーパミン細胞の活動の大きさは二手

先、三千先の複数の報酎‖価値を表現していたのです 1)。 この

成果は、長期的収益予湖1に 基づいて意志決定と行動選択

を行うという、意志決定の作動原理解明につながる重要な

発見として注日されています2)。
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